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第１回 自己評価委員会報告書 

日  時：令和８年 ７月１５日（水） １０：３０～１３：００ 

場  所：松本理容美容専門学校 校長室 

出席者名：（学園）嶋村理事長・百瀬副理事長・桐山事務局長 

（学校）松林校長・柏原教務主任 

 

【審議検討事項】 

１． 令和８年度自己点検・自己評価について、中間報告 

令和８年度中間報告として、教育理念の２項目・学校運営２項目・教育活動の４項目・学修成果４項目・学生支

援３項目・教育環境３項目・学生募集と受け入れ３項目について、評価４について継続的に向上した部分を報告。 

評価４を、今まで以上により内容の濃いものにしていく必要がある。 

 

今後の課題 

① 学校管理システム導入→今年度より単位制導入によりシステム化を導入し、運用しはじめている。 

               課題が多くあるため、業者と打ち合わせをしながらすすめていく。 

               書類の形式等、両校統一していく。 

② 国家試験学科対策の強化→学生指導の難しさはあるが、対応方法を考察し学年ごとの情報共有を強化 

              外部講師とも協力体制を取りながら、学科対策を強化していく。 

              ２学期より、ドリルを実施。教科書ポイントマーカー継続していく。 

③ 学生募集方法の工夫→今以上により効果的な学生募集になるよう情報収集していく。 

            学園ＨＰリニューアルを業者と打ち合わせながらすすめていく。 

            中学生職場体験が効果的である。開かれた学校としての魅力を発信していく。 

            簡易的なパンフレットまたはチラシを作成。 

            卒業生、学校支援サロンの有効活用方法を検討していく。 

④ 教員募集について→質の高い教育を学生に提供するため、継続して人材募集をすすめていく。      

           学園ＨＰに教員募集ページ作成。 

中項目の捉え方として、両校差があるが、各校の特色として自己評価へとつなげてほしい。 

学校組織の在り方として、両校で意見を出し合い、箇条書きにして優先順位をつけて検討していって 

ほしい。 

今年度も引き続き、学生募集に力を入れてほしい。 

 

２． 令和８年重点目標について、中間報告 

中間報告として、現時点で令和８年度重点目標の実施状況の報告 

 

重点目標①  重点目標①  接客業として常にふさわしい行動であるかを問いかけていく。 

＜接客の基本＞ 

〇時間厳守…信頼につながる 

・朝の HR、授業始めは時間を意識するようになってきているが、選択授業など、大人数になると指示がなければ 

動かないことがある。お昼休み後の準備が遅く、においなどにも敏感になるとよい。 

 



〇身だしなみ…どなたにも清潔感と安心感を与えられるように 

・昼休みになると白衣を脱ぐ学生がいて毎日注意しているのが現状。 

また、爪やアクセサリー、ヘアスタイルなど注意してもなかなか直してこない。そこに金額をかけているのは 

十分わかるが、素直に早急に直す姿勢を培いたい。 

〇挨拶…自ら進んで、明るく元気に 

・全体的に、明るく率先してあいさつする学生が多いが、感じの良い学生、見向きもしない学生の差がまだある。 

 

重点目標②   先を読んで行動できるよう指導していく。 

＜学ぶ姿勢＞ 

〇事前準備 

・授業に必要な器具、用具の忘れ物が見受けられる。試験や検定に対しての計画は少しずつ浸透してきているが、 

まだまだ甘い。時間厳守にもつながるが、休み時間をギリギリまでとりたい学生がいて授業スタートが遅れる 

ことがある。 

・整理整頓が身につくよう、継続的に指導していく 

〇健康管理 

・昨年の学生と比べると、欠席者が少ないように感じる。ただし、決まった学生が欠席、遅刻する傾向にあるため 

自己管理・体調管理の大切さを社会に出る前に伝えていく。 

・心身の不調がある学生に対して、どこからが体調不良によるものか、そうではなく甘えやわがままなのかの 

判断が難しい。時的な感情で指導をしないよう、職員で相談しながら、学生を第一に考え行動していく。 

〇行動力 

・作品撮りやヘアショーなどへの意欲が高く、こちらが押されるぐらいの勢いで頑張っている学生が各クラス 

にいる。特に就活では県外希望者が 4割と例年になく多く、内定者も増えてきている。 

・１年生は日頃の授業についていけるよう必死であるが、ほとんどの学生は美容技術が楽しい様子。 

・学校行事では、学生主体に計画し運営していくことが理想だが、主体性を持ち動ける学生が少なく担任が 

サポートすることが多い。学生の主体性を育てる声掛けや行動など職員間で相談していきたい 

 

重点目標③  授業内の工夫や対策など、職員間で共有しあう 

＜職員の指導力強化＞ 

・1学期期末試験に向けての学科対策・範囲内の授業が学生の理解度に結び付いていないのか、全体の半数以上 

が再試験となってしまった。 

・勉強方法やポイントの伝え方など、もう少し授業内容の工夫や対策を考えていく。 

・ベテランの先生にも授業に入っていただける機会があり心強い。客観的に意見をいただける機会はあまり無かっ

たため勉強になった。またお褒めいただけることは嬉しく、学生達も褒められるとこんな気持ちなのかなと、褒め

て伸ばすことも大切だと実感した。 

・手合わせの時間が作れず、長期休みを利用して積極的に実施したい。 

今後、令和８年３月までに重点目標についてと課題についても、結果を出していきたい。 

 

３． 学校関係者評価委員会より報告 

・令和７年度自己評価報告 

・令和７年度重点目標の実施報告・課題の説明 

①接客の基本「時間管理」「言葉遣い」「挨拶」「美しい環境」  

②学ぶ姿勢「体調管理」「素直な心」「感謝」 

③職員の指導力強化 



・令和８年度実施目標  

①接客の基本  

②学ぶ姿勢  

③職員の指導力強化 

・学校関係者評価委員より提言 各項目・重点目標について 

 

以上が、学校関係者評価員会にて検討した事項の報告 

   学校関係者評価委員の報告が、第三者評価になっていくので、今後活かしていく。 

 

 

４． 教育課程編成委員会より報告 

・令和７年度自己評価報告 

・令和７年度重点目標の実施報告・課題の説明と、令和８年度の重点目標 

・令和７年度学校関係評価委員会報告 

・カリキュラムについて 

・職業実践について 

・学生の様子及び業界から 

 

以上が、教育課程編成委員会にて検討した事項の報告 

 

５． 次回 第２回自己評価委員会 令和９年２月１７日（水）１４：００～（松本校） 

              令和８年度自己評価まとめ 

 

 

 


